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　今年度は天川村南角の福田マサヱさんが、大正３年生まれで、めでたく満100歳になられました。
　マサヱさんの100歳を祝し、国・県からお祝いの言葉と、お祝いの品が、村からは、お祝い状と、
お祝金を交付いたしました。

　９月16日に村長が福田さん宅を訪問し、ご家族の方と共にお祝いいたしました。
　また、国・県からのお祝いもお届けさせていただきました。
　本当におめでとうございます。これからも元気で長生きしてください。
　（100歳祝交付金は、本村に一定期間在住し住民登録のある方に交付いたします。）

 ※ 同じく大正３年生まれで、満100歳に到達後お亡くなりになられた天川村洞川の井口睦子さんに
ついては、村からのお祝いをお届けいたしました。

100歳になりました



�

　９月12日の村議会で教育委員に選任され、また、教育委員会で教育長に任命
いただき、10月１日から就任することになりました福山靜男です。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　私は長年、天川村でお世話になり、今春天川小学校を最後に定年退職したと
ころでしたが、再びこの素晴らしい天川村で勤務させていただくことになりま
した。この機会を与えていただいた関係各位、並びに村民の皆様に深く感謝申
し上げます。しかし、同時に責任の重さを痛感しております。

　これまで教育委員会が進めてきた成果をもとに、今後ますます充実、進展していくために、教育委
員会の協議を充実、深化させるとともに村長、村議会の合意や関係各機関との連携を密にしながら進
めていかなければならないと考えます。
　天川村の子どもたちが、この素晴らしい自然環境の中で心豊かに育ち、安全で安心して学習できる
教育環境の整備等に全力を尽くします。
　村民の皆様、天川村の教育の充実、進展のためにこれまで以上にご理解とご協力を賜りますよう、
どうかよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　天川村教育長　福山　靜男

【平成26年9月30日付退職】
　教育委員会　教育長　小西　　実（2年10ヶ月勤務）
　地域政策課　課　長　植村　正和（35年9ヶ月勤務）

　９月26日、黒滝村社会福祉協議会と天川村社会福祉協議会との間で、ほほえみポート天川におい
て、両社協会長が出席し、災害支援協定調印式が執り行われました。
　これは、市町村社協災害対
策推進事業の一環として、災
害対策マニュアルの作成に続
き実施されたもので、相互支
援体制の協定を結び今後の災
害時の備えとするものです。

教 育 長 就 任 の ご 挨 拶

天川村社協　災害支援協定調印

職　員　退　職
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防災 てんかわ
第28回
◆ 土砂災害に備えた国や県による調査 ◆

　紀伊半島大水害から３年が経過しました。みなさまの家庭や地区でも防災備蓄や避難訓練など防災
対策に熱心に取り組んでいただいておりますが、国や県も、土砂災害から命を守る取り組みを進めて
います。調査員がみなさまの地域に赴いた際には、ご理解とご協力をいただきますようお願いします。

　平成23年に発生した紀伊半島大水害の教訓を後世に継承し、
かつ深層崩壊のメカニズムの解明、予防対策に繋げるべく、国
土交通省近畿地方整備局による斜面対策工法が栃尾地区で実施
されることになり、その事前説明会が栃尾地区生活改善センタ
ーにおいて９月24日に行われました。
　今年度はモノレール布設や調査ボーリングなどを実施し、次
年度から横ボーリングによる地下水排除に取り組んでいく予定
となっています。

　国土交通省近畿地方整備局では、平成23年台風12号により発
生した大規模な斜面崩壊や河道閉塞、土石流被害について、二
次被害の防止ならびに地域の安全確保のため砂防事業を実施し
ており、その一環として、土砂災害の発生に係る土砂量の調査
を行います。

　昨年度に引き続き、現在指定している土砂災害警戒区域（イ
エローゾーン）内において、とくに土砂災害の影響を受ける範
囲について、奈良県吉野土木事務所により斜面や住宅の裏など
の立ち入り調査を行います。
　調査期間は、平成26年10月から12月頃までで、調査地区に
ついては次のとおりです。

◆深層崩壊対策モデル地区 斜面対策工法の検証【国土交通省】

◆土砂量調査の実施について　【国土交通省】

◆調査地区：天川村全域
　　　　　（過去に崩壊した斜面を中心に）
◆調査期間：平成26年10月～12月頃

◆土砂災害基礎調査（レッドゾーン調査）【 奈良県吉野土木事務所】

◆調査地区：
　洞川、北角、南角、中越、川合、沢原、沢谷、中谷、沖金
◆調査期間：平成26年10月～12月頃まで
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天川村では、次のとおり職員を募集します。
★ 職種・採用人員　　一般行政職（幼稚園教諭・保育士含む）、土木技師　若干名

★ 受験資格
（１）一般行政職　平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人
　　　土木技師　　平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人で土木科
　　　　　　　　　（専門課程）を修了、又は平成27年３月末日までに修了見込みの人
　　　幼稚園教諭・保育士　 昭和45年４月２日以降に生まれた人で、両免許を有する人又は、

平成27年３月末日までに取得・登録見込みの人
（２）地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
　　・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
　　・ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる

までの者
　　・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
　　・ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団

体を結成し、又はこれに加入した者
（３ ）日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限り

ます。

★受験申込先・受付期間
（１）申込先　　〒638－0392　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　　　　　　　　 天川村役場総務課人事係
（２）期　間　　平成26年11月10日（月）～11月28日（金）８：30～17：00
　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合11月28日必着）
★受験手続
（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。
　　※ 　郵便による場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用

封筒（92円切手を貼ったもの）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒638－
0392　吉野郡天川村大字沢谷60番地）へ請求してください。

（２）受験申込の方法
　　　 　受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課

人事係に提出してください。
　　※ 　郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留で郵送して

ください。
　　※　インターネット・メールによる受験申込はできません。

★試験日時・場所
（１）日　時　　平成26年12月14日（日）
　　　　　　　　集合時間　午前８時40分　試験開始　午前９時
（２）場　所　　天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター

★問い合わせ　　天川村役場総務課人事係　☎0747－63－0321

天 川 村 職 員 募 集
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※�平成25、26年度の２ヶ年にわたり継続する事業に
ついて、平成26年度に予算を繰り越しました。

　（繰越額：289,516,000円）

地方交付税
1,395,892千円
　　（51.34％）

国庫支出金
273,774千円
（10.07％）

　　繰越金
259,086千円
　（9.53％）

　　村債
236,830千円
　（8.71％）

土木費
190,833千円
（7.92％）

　民生費
　305,561千円
（12.67％）

衛生費
181,117千円
（7.51％）

教育費
182,650千円
（7.58％）

　公債費
273,285千円
　（11.33％）

商工費
204,957千円
（8.50％）

村税
179,063千円
（6.59％）

消防費
161,215千円
（6.69％）

予備費
0千円（0.00％）

労働費
58千円（0.00％）

地方交付税
1,395,892千円
　　（51.34％）

国庫支出金
273,774千円
（10.07％）

　　繰越金
259,086千円
　（9.53％）

　　村債
236,830千円
　（8.71％）

村税
179,063千円
（6.59％）

使用料及び手数料
111,499千円（4.10％）

地方譲与税
12,795千円（0.47％）

地方消費税交付金
17,957千円（0.66％）

繰入金
16,165千円（0.60％）

諸収入
70,993千円（2.61％）

県支出金
124,318千円
（4.57％）

寄附金 6,277（0.23%）
分担金及び負担金 5,661（0.21%）
自動車取得税交付金 3,815（0.14%）
財産収入 1,874（0.07%）
株式等譲渡所得割交付金 1,420（0.05%）
配当割交付金 871（0.03%）
利子割交付金 421（0.02%）
地方特例交付金 37（0.00%）

土木費
190,833千円
（7.92％）

　総務費
430,278千円
（17.85％）

　総務費
430,278千円
（17.85％）

諸支出金
153,549千円
（6.37％）

諸支出金
153,549千円
（6.37％）

　民生費
　305,561千円
（12.67％）

衛生費
181,117千円
（7.51％）

商工費
204,957千円
（8.50％）

教育費
182,650千円
（7.58％）

災害復旧費
138,176千円
（5.73％）

　公債費
273,285千円
　（11.33％）

農林水産業費
147,073千円
（6.10％）

消防費
161,215千円
（6.69％）

議会費
42,308千円（1.75％）

2,718,748
千円

歳　入
2,411,060
千円

歳　出

一　般　会　計

≪一般会計の内訳≫

歳入　27億1,874万7,517円 歳出　24億1,105万9,535円

平成25年度　一般会計決算

歳入　27億1,874万7,517円 歳出　24億1,105万9,535円

地 方 交 付 税 1,395,892,000� （51.34%）
国 庫 支 出 金 273,773,977� （10.07%）
繰 越 金 259,085,911� （9.53%）
村 債 236,830,000� （8.71%）
村 税 179,062,980� （6.59%）
県 支 出 金 124,318,322� （4.57%）
使 用 料 及 び 手 数 料 111,498,690� （4.10%）
諸 収 入 70,993,266� （2.61%）
地 方 消 費 税 交 付 金 17,957,000� （0.66%）
繰 入 金 16,164,984� （0.60%）
地 方 譲 与 税 12,795,000� （0.47%）
寄 附 金 6,276,500� （0.23%）
分 担 金 及 び 負 担 金 5,661,300� （0.21%）
自動車取得税交付金 3,815,000� （0.14%）
財 産 収 入 1,873,587� （0.07%）
株式等譲渡所得割交付金 1,420,000� （0.05%）
配 当 割 交 付 金 871,000� （0.03%）
利 子 割 交 付 金 421,000� （0.02%）
地 方 特 例 交 付 金 37,000� （0.00%）

合　　　計 2,718,747,517 （100.00%）

総 務 費 430,277,642� （17.85%）
民 生 費 305,560,803� （12.67%）
公 債 費 273,285,276� （11.33%）
商 工 費 204,957,236� （8.50%）
土 木 費 190,832,829� （7.92%）
教 育 費 182,650,282� （7.58%）
衛 生 費 181,116,966� （7.51%）
消 防 費 161,215,119� （6.69%）
諸 支 出 金 153,548,733� （6.37%）
農 林 水 産 業 費 147,073,210� （6.10%）
災 害 復 旧 費 138,175,942� （5.73%）
議 会 費 42,307,577� （1.75%）
労 働 費 57,920� （0.00%）
予 備 費 0� （0.00%）

合　　　　計 2,411,059,535 （100.00%）
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　平成25年度決算について、平成26年８月25・28日に監査委員の審査を受け、平成26年９月議会
で報告しました。
　監査委員からは、審査に付された書類は、関係法令に準拠して作成されており、かつ、それらの計
数は証書類と符合し正確であるという審査報告とともに、審査の意見として下記のとおり提出があり
ました。

平成25年度天川村各会計歳入歳出決算審査

審査の意見
　平成25年度一般会計決算は歳入が2,718,747,517円で歳出は2,411,059,535円となっており
307,687,982円の黒字決算となっている。
　昨年との比較では歳入出とも減額となっており、歳入において税収入が2.4％の増、県支出金
が24.9％の増となっているものの地方交付税が10.4％の減、災害関連の国庫事業の終了などによ
り国庫支出金が6.6％の減額となっており全体で12.7％の減収となっている。
　各施策別での執行状況をみると村税において、各税の徴収率収納額については軽自動車税を
除き村民税、固定資産税とも増収となっている。
　災害関連では各種復旧事業が適切に実施されており、学校施設においてはグランドの整備工
事が竣工し、中学校の復旧工事は完了となった。今後も加速する少子化により復旧された施設
の有効活用が衰退することが無い様、積極的な学校運営を期待する。
　復興関連事業として天川村とくとく商品券などの商業振興事業やプレミアム宿泊券事業、河
川清掃事業、観光キャンペーン事業など村内復興をソフト面で押し上げる取組が継続して実施
されていた。
　防災事業として防災備蓄倉庫の整備がされており、これで村内各大字の避難所設置と防災備
蓄が完了したが、全国各地では様々な形態の災害が発生している。３年前の紀伊半島大水害を
経験した者として今後も防災事業の強化を図られたい。
　観光関連事業では、天保橋架け替え工事や洞川虻峠と庵住公衆便所の水洗化工事が実施され
ていたが、施設整備が事業の完了ではなく、その施設がより多くの人に快適に使用していただ
けるよう管理面について一層強化されたい。災害後、各種観光関係事業などが功を奏し、観光
客が増加することで河川などへの心無いゴミの不法投棄や道路不法駐車、若者の危険行動など
新たな問題も発生しており、その対策として各河川への降り道などに不法投棄防止の啓発看板
の設置事業が実施されていた。今後は駐車場対策や若者の危険行動などへの対策も合わせ、積
極的な観光振興に取り組んでいただきたい。
　紀伊半島大水害を契機に復旧からさらなる発展を合言葉に各種事業が積極的に展開されてい
る。今後とも行財政改革の更なる推進や将来を的確に予想した事業の実施に努められ、均衡性
の高い健全な財政運営に努められ、安心安全の村づくりにむけた取組みを継続してほしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年９月３日

　　　天川村長　森　本　靖　順　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　　河　北　和　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　　銭　谷　春　樹
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１．審査の概要
　　 　この財政健全化審査は、村長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項並

びに公営企業会計における資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に
作成されているかどうかを主眼として実施した。

２．審査の結果
（１）総合意見
　　 　審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項並びに公営企業における

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されている
ものと認められる。

記

（２）個別意見
　　①実質公債比率について
　　 　平成25年度の実質公債費比率は、9.3％となっており、早期健全化基準の25.0％と比較する

と、これを下回り概ね適正となっている。
　　② 将来負担比率について
　　 　平成25年度の将来負担比率は、28.6％となっており、早期健全化基準の350.0％と比較する

と、これを下回り概ね適正となっている。

（３）是正改善を要する事項
　　　特に指摘すべき事項はない。

　天川村長　森　本　靖　順　殿

　　　　　　審査の結果を上記のとおり報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年９月３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　河　北　和　久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　銭　谷　春　樹

健全化判断比率 平成25年度 早期健全化判断基準
① ――　％ １５．０　％
② ――　％ ２０．０　％
③ ９．３　％ ２５．０　％
④ ２８．６　％ ３５０．０　％

公営企業会計名 資金不足比率 早期健全化判断基準
洞川簡易水道事業特別会計 ――　％ ２０．０　％
栃尾簡易水道事業特別会計 ――　％ ２０．０　％
中央簡易水道事業特別会計 ――　％ ２０．０　％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 ――　％ ２０．０　％

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

平成25年度決算に基づく財政健全化審査意見書

＊３連休の初日・２日目は「１時間延長」営業
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　９月21日から９月30日まで『交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり』をスローガンに秋の
交通安全運動による各行事が実施されました。
　９月13日には、大淀町大前梨果園農場にて、「交通安全事故ナシ（梨）収穫作戦」が実施されまし
た。６月に行われた文字入れから３か月経ち、小さな梨の実に刻んだ交通安全の標語が、大きくなっ
た梨の実に茶色く浮かび上がっていました。この日収穫された梨の実は、９月22日に大淀町芦原南
交差点で行われた、「セーフティドライブin吉野」でドライバーの皆様に
配られ、交通事故防止運動に活用されました。
　９月22日・29日の村内主要交差点での街頭指導では、割ばしやティッ
シュの他に天川村交通安全母の会の役員により作成された啓発物品の「ア
クリルたわし」を配布させていただきました。
　９月26日に大淀町芦原南交差点で各町村の交通対策協議会会長も参列い
ただき、交通安全啓発モニュメントの除幕式が行われ、その後、飲酒運転
根絶街頭指導を行いました。
　９月28日には、交通安全協会の役員を中心にカーブミラーの点検や清掃
等を実施しました。
　ご協力いただきました皆様には、深く御礼申し上げますとともに、引き
続き交通安全に努めていただきますようお願いします。

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の
駐車料金は、入庫から「１時間無料」となります。

11月１日（土）
※１時間延長：全施設

　　受付は午後８時30分まで（９時閉館）
11月２日（日）
11月22日（土）
11月23日（日）

1 1月の３連休特別営業について

秋の交通安全運動が実施されました

≪11月の予定≫ ＊３連休の初日・２日目は「１時間延長」営業

おひとりでも多くのご利用を
お待ちしております！

交通安全事故ナシ（梨）収穫作戦 街頭指導

モニュメント除幕式

カーブミラー点検・清掃
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（勤労感謝の日）

閉　　　　館　　　　日　（振替休日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 日 

 17 月 診　　察   燃　焼

 18 火 診　　察 検 査 日  資源１

 19 水 診　　察   

 20 木   診察（松村医師）  診察（西尾医師） スリムアップ塾　10：30〜 不　燃

 21 金 診　　察   燃　焼

 22 土 

 23 日 

 24 月 

 25 火 診　　察 検 査 日 リラックスさろん　13：00〜 燃　焼

 26 水 診　　察   資源１

 27 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 28 金 診　　察   燃　焼

 29 土 

 30 日 

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

　・ごみ収集　11月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

見える所に貼り、ご活用下さい。

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（文化の日）

　・ごみ収集　11月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

閉　　　　館　　　　日

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 土 

 2 日 

 3 月 　　　　　　　

 4 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 5 水 診　　察  うさちゃんくらぶ　10：30〜 資源１

 6 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 7 金 診　　察   燃　焼

 8 土 

 9 日 

 10 月 診　　察  歯科健診、発達相談 燃　焼

 11 火 診　　察 検 査 日  資源１

 12 水 診　　察   

 13 木 休　　診     資源２

 14 金 診　　察   燃　焼

 15 土 

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。
＊インフルエンザ予防接種実施日の診察は休診となりますので、ご了承ください。

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　天川村では、65歳以上の人、また60〜64歳の特定疾患を持つ人のインフルエンザ予防接種について、接
種費用の一部を公費負担させていただいております。対象となり、接種を希望される人は、是非この制度を
ご利用ください。（入院先・入所施設先での接種にもご利用いただくことができます。）
公費助成対象：天川村に住民票がある65歳以上の人、また60〜64歳の特定疾患を持つ人
公費負担金額：お１人につき　2,000円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
　　　　　　　医療機関では、接種費用から2,000円引いた金額をお支払い下さい。
　　　　　　　※課税・非課税世帯の料金の区別はありませんので、ご了承下さい。
お 申 込 み：医療機関宛の文書が必要ですので、接種前に下記までお申し出ください。

天川村国保診療所で接種される場合
　天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人につきましては
2,000円分差し引いた金額でのご案内となっておりますので、上記手続きは必
要ありません。
　ご不明な点等がございましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

インフルエンザの予防方法
①ウイルスをもらわない、うつさない	 ②体に抵抗力をつける
　・こまめにせっけんで手洗い、うがいする。	 　・バランスのとれた食事を３食きちんととる。
　・部屋の乾燥を防ぐ。	 　・睡眠を十分にとる。
　・外に出るときは、マスクを着用する。	 　・過度の厚着を避け、適度な運動をする。
　・時々部屋の換気を十分にする。

受診の際の注意点
　・	インフルエンザを疑う場合は、必ず受診前に医療機関に電話連絡を
し、医療機関の指示に従って受診してください。

　・	また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、
くれぐれも無理をせず、速やかに医師にご相談ください。

　天川村では、高齢者肺炎球菌予防接種が一部定期接種に含まれたことにより、65歳以上の人、また60〜
64歳の特定疾患を持つ人の肺炎球菌予防接種について、接種費用の一部を公費負担させていただくことに
なりました。肺炎球菌予防接種は５年に１回の接種となります。対象となり、接種を希望される人は、是非
この制度をご利用ください。（入院先・入所施設先での接種にもご利用いただくことができます。）
公費助成対象：天川村に住民票がある65歳以上の人、また60〜64歳の特定疾患を持つ人
公費負担金額：お１人につき　3,000円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
　　　　　　　医療機関では、接種費用から3,000円引いた金額をお支払い下さい。
　　　　　　　※課税・非課税世帯の料金の区別はありませんので、ご了承ください。
お 申 込 み：医療機関宛の文書が必要ですので、接種前に下記までお申し出ください。

天川村国保診療所で接種される場合
　天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人につきましては3,000円分差し引いた金額での
ご案内となっておりますので、上記手続きは必要ありません。
　肺炎球菌予防接種の予約は直接天川村国保診療所窓口にてお申し込みください。

☆高齢者インフルエンザ予防接種公費助成に関するお知らせ

☆高齢者肺炎球菌予防接種公費助成に関するお知らせ
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☆うさちゃんくらぶのご案内
　今月のうさちゃんでは、歯科衛生士さんと一緒に歯みがき体験を行いたいと思います。
　ご友人お誘いあわせの上、お越しください。お待ちしております。

※参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶・コップ・歯ブラシ・手鏡など
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　下記の日程で、歯科健診を実施します。対象となるご家庭には別途個人通知致しま
すので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・普段使用されている歯ブラシ・タオル

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第受付を
終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　日頃、頑張っている村民の皆さまを対象に、癒しのひとときとなれば、との思いを込めて「リラックスさろ
ん」を開催します。特別に何かをするわけではなく、お茶を飲みながら楽しくお話ししたり、プロによるリン
パマッサージや身体をほぐすストレッチをしたりする場所です。この機会に是非ご参加ください。
開催日：11月25日（火）午後１時〜３時頃　洞川公民館
　　　　12月４日（木）午後１時〜３時頃　ふるさとセンターつどい
　　　　12月18日（木）午後１時〜３時頃　ほほえみポート天川
　※送迎もします。送迎を希望される方は前日までにほほえみポート天川までご連絡ください。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

☆心の健康相談会のご案内

開催日：未定（日にちが決まり次第、放送にてお知らせします）　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

日　　程 受付時間 場　　所

11月10日（月） 午後１時00分〜午後１時20分 ほほえみポート天川　２階

日　　程 場　　所

11月10日（月） ほほえみポート天川

日　　程 時　　間 会　　場 内　　容 申込み

11月５日（水） 10：30〜12：00 ほほえみポート天川 ○歯を大切にしよう！！ 不要

☆歯科健診のご案内

☆発達相談のご案内

☆リラックスさろんのご案内
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決
算
額　
　

一
三
〇
，
二
九
九
千
円

　

差
引
残
額
（
二
十
六
年
度
へ
繰
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
，
八
三
五
千
円

◇ 

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
分
収
造
林
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　
　
　
　
　
　

〇
千
円

　

歳
出
歳
出
決
算
額　
　
　
　
　
　

〇
千
円

　

差
引
差
引
残
額
（
二
十
六
年
度
へ
繰
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
千
円

◇ 

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

三
一
五
，
一
八
二
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

三
一
四
，
〇
七
八
千
円

　

差
引
残
額
（
二
十
六
年
度
へ
繰
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
，
一
〇
四
千
円

◇ 

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

七
二
，
四
九
一
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

七
一
，
三
二
四
千
円

　

差
引
残
額
（
二
十
六
年
度
へ
繰
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
，
一
六
七
千
円

◇ 

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

三
三
，
二
四
三
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

三
三
，
二
三
三
千
円

　

差
引
残
額
（
二
十
六
年
度
へ
繰
越
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
千
円

◇ 

平
成
二
十
五
年
度
中
吉
野
広
域
消
防
組
合

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽�

六
八
，
七
九
七
千
円
を
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
へ
引
き
継
ぎ

可
決
事
項

予
算
に
つ
い
て
〜

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▽�

五
二
，
六
〇
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
五
六
四
，
九
四
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て

▽�

五
，
一
四
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
八
九
，
六
九
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
に
つ
い
て

▽�

一
八
三
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
二
九
，
六
五
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

▽�

二
，
四
七
二
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
二
，
四
〇
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
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別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�
三
九
五
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
二
八
，
四
二
七
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽�

八
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
一
四
，
〇
二
三
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇ 

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

▽�

三
，
二
七
三
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

八
三
，
二
六
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
24
年
法

律
第
65
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
定
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▽�

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

一
六
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◇ 

天
川
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▽�

児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
一
六
四

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◇ 

天
川
村
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▽�

精
神
障
害
者
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
精
神
障
害

者
に
対
す
る
医
療
費
の
一
部
に
つ
い
て
助

成
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度

ま
で
の
六
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
役
場
庁
舎
・
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
第
一
期
工
事
に
か
か
る
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

同
意
事
項

◇ 

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
洞
川
一
五
二
番
地

　

�

松
谷
光
尚
氏
を
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
栃
尾
二
九
三
番
地

　

�

南
た
づ
子
氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と

し
て
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
坪
内
一
八
一
番
地
の
一

　

�

福
山
靜
男
氏
を
天
川
村
教
育
委
員
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

採
択
事
項

◇
手
話
言
語
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

▽�

手
話
が
日
本
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
日
常
生
活
、
職
場
、
教
育
の

場
で
手
話
を
使
っ
た
情
報
の
提
供
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
で
す
。

一
般
質
問

　

最
終
日
（
十
二
日
）
に
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
銭
谷
春
樹
議
員
の
質
問

　

�　
以
前
３
月
議
会
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
３
温
浴
施
設
の
内
の
「
み
ず
は

の
湯
」
の
件
で
す
が
、
『
食
堂
を
併
設
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
み
ず
は
の
湯
」
だ
け

な
の
で
、
地
元
の
方
々
と
話
し
合
い
の
場

を
持
ち
、
利
用
方
法
を
考
え
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
？
』
と
の
質
問
内
容
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
村
長
の

答
弁
は
、
『
今
後
、
地
元
の
人
を
含
め
て

会
合
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
』
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の
会

合
を
持
つ
前
に
改
修
工
事
が
な
さ
れ
、
食

堂
の
流
し
台
や
厨
房
機
器
の
撤
去
を
や
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
こ
と
か

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　
そ
れ
と
も
う
一
点
で
す
が
、
駐
車
場
の

件
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
こ
の
件
も
平
成

25
年
の
12
月
定
例
会
で
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
、
お
盆
の
期
間
中
天
川
村
を
訪
れ
る
お

客
さ
ん
は
大
変
多
く
、
駐
車
場
不
足
で
路

上
駐
車
や
迷
惑
駐
車
で
大
変
危
険
な
状
況

で
す
。
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
の
内

容
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
村
長
の
答
弁

は
、
私
が
民
地
の
有
効
活
用
を
ど
う
か
と

い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
駐
車

場
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で
検
討

し
て
い
く
と
の
返
事
で
し
た
が
、
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆
の
時
期
も

な
ん
ら
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
？
答
弁
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

◇
村
長
答
弁

　

�　
只
今
の
銭
谷
春
樹
議
員
の
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　

�　
ま
ず
、
「
み
ず
は
の
湯
」
の
件
で
す
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が
、
村
で
は
７
月
に
「
み
ず
は
の
湯
」
経

営
改
善
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
地
元
の
人

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
現
在
経
営
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
中

で
あ
り
ま
す
。

　

�　
銭
谷
議
員
さ
ん
の
質
問
に
ご
指
摘
の
と

お
り
、
検
討
会
の
前
に
併
設
の
食
堂
休
憩

室
の
改
修
に
厨
房
機
器
も
併
せ
て
撤
去
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
に
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

�　
こ
の
食
堂
の
厨
房
機
器
は
平
成
11
年
４

月
に
開
所
し
ま
し
た
「
み
ず
は
の
湯
」
に

合
わ
せ
て
導
入
し
、
過
去
に
食
堂
経
営
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
２
業
者
の
方
が
平
成
20

年
８
月
ま
で
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
何
度
か
食
堂
経
営
者
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
が
、
応
募
者
も
な
く
使
用
さ
れ

て
い
な
い
状
況
が
続
き
、
15
年
が
経
過
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
老
朽
化
、
劣
化

の
著
し
い
機
器
等
を
撤
去
し
、
今
後
に
お

い
て
の
活
用
が
し
や
す
い
よ
う
に
先
行
し

て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
シ
ン
ク

等
で
ま
だ
使
用
に
耐
え
う
る
物
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
処
分
し
て
し
ま

い
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
か
か
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
付
け
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
ご

理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

�　
続
き
ま
し
て
駐
車
場
の
件
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
の
12
月
に
お
い
て
駐
車
場
対
策

に
つ
い
て
の
ご
質
問
を
受
け
、
民
地
の
活

用
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
お
答
え
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の
予
算
に
お
い
て

少
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、
計
上
さ
せ
て
頂

き
洞
川
観
光
協
会
さ
ん
と
相
談
の
上
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
及
び
お
盆
の
繁
忙
期

に
は
、
地
元
の
民
地
１
箇
所
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
お
借
り
し
、
そ
の
対
策
を
講
じ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　
私
も
８
月
14
日
お
盆
の
最
中
に
、
村
内

を
巡
視
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
１
箇
所
の

駐
車
場
に
は
、
無
料
駐
車
場
と
の
掲
示
看

板
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
約
20
台
の
車

が
駐
車
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
他
洞

川
地
域
・
並
び
に
西
部
地
域
に
お
き
ま
し

て
も
、
渋
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
走
行
が
で
き
ま
し
た
。
西
部
地

区
に
お
き
ま
し
て
は
、
路
上
駐
車
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
観
光
客
と
い
う
よ
り

も
釣
り
客
の
方
の
車
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
観
光
客
で
来
て
い

た
だ
い
た
お
客
さ
ん
の
車
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
塩

野
ま
で
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

�　
今
後
は
、
地
元
個
人
所
有
者
の
空
き
地

を
活
用
出
来
な
い
か
ど
う
か
、
更
な
る
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
銭
谷
春
樹
議
員
の
質
問

　

�　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
初
の

「
み
ず
は
の
湯
」
の
件
で
す
が
、
食
堂
の

厨
房
機
器
を
撤
去
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

今
後
な
ん
ら
か
の
形
で
食
堂
を
再
開
す
る

と
な
っ
た
場
合
、
ま
た
余
分
な
経
費
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
と
「
み
ず
は
の

湯
」
は
避
難
所
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
そ
う
い
う
厨
房
機
器
が

あ
っ
た
ら
便
利
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
も
や
は
り
ち
ょ
っ
と
先
走
っ

た
行
動
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
無
駄
な
お
金
を
使
う
し
、
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
不
便
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
辺
つ
い
て
は
非
常
に
残
念
で
す
。

　

�　
そ
れ
と
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
私
も
い

ろ
い
ろ
聞
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
民
地
を
使

っ
て
く
れ
た
ら
い
い
所
も
あ
り
ま
す
。

　

�　
そ
の
点
に
つ
い
て
、
聞
き
込
み
調
査
等

も
行
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
い
ま
せ
ん
。

村
と
し
て
、
や
は
り
議
会
が
一
般
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
そ
の
場
だ
け

の
答
弁
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
過

性
じ
ゃ
な
く
て
、
「
検
討
し
ま
し
た
、
そ

し
た
ら
こ
う
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
の
か
、
そ
し
て
ど
う
す
る
の
で
は

な
く
て
検
討
し
て
こ
う
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
」
と
い
う
議
会
に
対
し
ま
し
て

も
、
今
後
、
一
般
質
問
し
た
後
に
つ
い
て

も
回
答
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　
そ
れ
と
観
光
事
業
で
す
が
、
洞
川
財
産

区
に
限
っ
た
こ
と
で
す
が
、
テ
レ
ビ
放
映

が
あ
り
、
テ
レ
ビ
放
映
を
し
て
い
た
だ

く
、
取
材
に
き
て
い
た
だ
く
、
そ
れ
に
対

し
て
取
材
に
来
て
い
た
だ
い
た
翌
日
、
多

く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
と
い
う
想
定
を

し
て
、
そ
れ
な
り
の
対
策
を
し
な
が
ら
テ

レ
ビ
放
映
と
か
取
材
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
方
法
に
つ
い
て
こ
れ
も
村
が
ひ
と
つ
考

え
て
や
っ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
駐
車
場
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
後
色
々
と
対
策
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
観
光
立
村
と
い
う

立
場
の
中
か
ら
、
お
客
を
誘
致
す
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
一
過
性
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

　

�　
銭
谷
議
員
さ
ん
の
質
問
、
一
点
目
の

件
、
本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

�　
そ
れ
と
駐
車
場
の
件
、
今
年
は
一
箇
所

と
い
う
こ
と
で
観
光
協
会
さ
ん
と
お
話
さ

し
て
い
た
だ
い
た
中
で
進
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

�　
先
日
、
監
査
委
員
さ
ん
の
現
場
視
察
の

お
り
、
銭
谷
議
員
さ
ん
と
共
に
洞
川
を
回

っ
た
時
に
、
こ
こ
も
空
地
あ
る
、
こ
こ
も

空
地
あ
る
と
い
ろ
ん
な
空
き
地
が
あ
り
ま

し
た
。
帰
っ
て
す
ぐ
、
担
当
課
に
来
年
に

向
け
て
、
そ
れ
ら
の
空
き
地
の
所
有
者
、

と
り
あ
え
ず
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
個
人

で
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
っ
た
ら
そ
れ
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
そ
う
で
な
か

っ
た
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を
考
え
て

い
け
と
い
う
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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I N F O R M A T I O N

　

平
成
26
年
10
月
１
日
で
人
事
異
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（　

）
は
旧
所
属

【
課
長
】

　

住
民
課　

山
本　

正
吾

　

（
地
域
政
策
課　

主
幹)

　

地
域
政
策
課　

樋
口　

貢

　

（
産
業
建
設
課　

課
長
）

　

産
業
建
設
課　

豕
瀬　

充

　

（
住
民
課　

課
長
）

　

現
在
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
部
分
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事

期
間
は
来
年
１
月
末
ま
で
の
予
定
で
、
大
ホ

ー
ル
、
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
、
住
民
ホ
ー
ル
、

生
活
改
善
室
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
外
装
の
工
事
も
併
せ
て

行
い
、
役
場
裏
側
が
人
、
車
両
と
も
通
り
抜

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
事
期
間
中
の
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
納
室
前
に
仮
設
事
務
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方

税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社

会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
、
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

（
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
ら
れ
ま
す
。
）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
で
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。日本

年
金
機
構 

・ 

天
川
村

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ
め

と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
次
の
と
お
り
無

料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
時

　

平
成
26
年
11
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

　

平
日　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
７
時
ま
で

　

土
曜
日
・
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

対　
象　
県
内
在
住
の
女
性

相 

談
員　
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

人
権
擁
護
委
員

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

相
談
先

　

☎
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０

　

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

奈
良
県
で
は
、
県
内
の
環
境
保
全
や
不
法

投
棄
の
撲
滅
を
目
的
と
す
る
「
不
法
投
棄
ゼ

ロ
作
戦
」
強
化
週
間
11
月
17
日
（
月
）
〜
11

月
23
日
（
日
）
）
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、
「
不
法
投
棄

ゼ
ロ
作
戦
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
推
進

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

　

☎
０
７
４
２
︱
27
︱
８
７
４
６

　

�

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

　

「
年
金
の
日
」
で
す
！

開
催
日
時

11
月
22
日
（
土
）

開
催
場
所

香
芝
市
ふ
た
か
み

文
化
セ
ン
タ
ー

内　
　

容

・
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

　

の
表
彰
式

・
基
調
講
演

・
会
場
展
示

　

�

「
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
」

　

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

�

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
�

職
員
の
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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お し ら せ

　
12
月
１
日
は
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は

「A
ID

S IS N
O

T
 O

V
ER

　

〜
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
〜 

」
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
周
囲
の
人
た

ち
の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の

感
染
力
は
弱
く
、
し
か
も
感
染
経
路
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
日
常
生
活
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
検
査
は
、
匿
名
で
・
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

即
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
エ
イ
ズ
相
談

日
時
：
平
日
夜
間
検
査　

12
月
1
日
（
月
）

　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
７
時

　
　
　

常
設
検
査

　
　
　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

場
所
：�

吉
野
保
健
所

　
　

（
吉
野
郡
下
市
町
新
住
15
︱
３
）

内
容
：�

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、

血
液
検
査
、
結
果
説
明

そ
の
他
：
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

�

平
日
夜
間
検
査
は
、
事
前
に
電
話

に
て
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
２

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

11
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
２
時

　
　
　

予
約
不
要

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

　

11
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

11
月
28
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
午
後
４
時

場 

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

�

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木

駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先
：
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

11
月
・
12
月
は
、
税
の
公
平
性
を
確
保

し
、
納
税
者
の
信
頼
を
守
る
為
、
全
市
町
村

と
奈
良
県
が
一
丸
と
な
っ
て
捜
索
・
差
し
押

さ
え
・
公
売
等
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
実

施
す
る
「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整

理
強
化
期
間
」
で
す
。

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
を

「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
、
税
務
行
政
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
週
間
で
す
。

　

前
回
の
10
月
号
の
「
ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
ペ
ー
ジ
（
7
ペ
ー
ジ
）
と

議
会
だ
よ
り
（
15
ペ
ー
ジ
）
の
中
で
、
記
述

の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
申
し

上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

７
ペ
ー
ジ

（
誤
）　

坂
口　

ヲ
ミ
エ
さ
ん
（
洞
川
）

（
正
）　

阪
口　

ヲ
ミ
エ
さ
ん
（
洞
川
）

15
ペ
ー
ジ

（
誤
）　

議
員
の
皆
さ
ん
の
正
義
倫
理
に

　
　
　
　

期
待
す
る

（
正
）　

議
員
の
皆
さ
ん
の
政
治
倫
理
に

　
　
　
　

期
待
す
る

予
約
必
要

予
約
必
要

　
11
月
11
日（
火
）～
17
日（
月
）は

　

税
を
考
え
る
週
間
で
す

お
詫
び
と
訂
正

　
�

即
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
及
び

　

エ
イ
ズ
相
談
会
の
お
知
ら
せ

① ② ③ ④

　

�

11
月
と
12
月
は
、
市
町
村
税
・
県
税

　

の
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ



1�

　二学期に入った９月10日、奈良県広域消防組合天川分署の皆さんにご協力していただき、地震想定
の避難訓練を実施しました。訓練の後は起震車体験をし、地震の怖さを体験した子ども達でした。ま
た、救急車・消防車の車両見学や防火着も着せていただきました。

　さわやかな秋晴れの下、第６回幼稚園・小学校合同運動会を開催しました。
　今年は、『走れ！！進め！！　最高の仲間と共に☆』をテーマに、園児・児童のみんなで気持ちをひ
とつにし、力を合わせて競技や演技を披露しました。たくさんの皆様の温かいご声援を受け、練習の
成果を発揮しながら最高の運動会を無事に終えることができました。応援して下さった皆様、ありが
とうございました。

幼稚園だより

避難訓練　起震車体験

第６回幼小合同運動会

これは何ですか？

この服重いね。
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人口　1,581人（±０） 男　743人（＋２） 女　838人（−２） 世帯数　718戸（＋１）

39.20トン	　前月比： 59.43％　	前年同月比：107.96％
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03.54トン	　前月比：108.92％　	前年同月比：127.34％

07.91トン	　前月比： 83.97％　	前年同月比：104.69％ 01.45トン	　前月比： 88.41％　	前年同月比：122.88％

　
天
川
村
消
防
団
は
、
今
年
９
月
に
首
相
官
邸
に
て
、
防
災
功
労
者
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
災
害
に
お
け
る
防
災
活
動

に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
や
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
特
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
を
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
９
月
に
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
天
川
村
消
防
団
を
代
表
し
て
小
屋
団
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

天
川
村
消
防
団 

団
長

小こ　

屋や　

敏と
し　

巳み 

さ
ん

消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け

　

消
防
団
に
入
っ
て
い
た
父
が
仕
事
で
村
を
離
れ
、
そ
の
代
り
と
し
て
入
団
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
当
時
40
年
前
は

洞
川
全
体
と
し
て
、
団
員
も
多
く
入
団
者
は
定
員
の
空
き
を
１
、
２
年
待
つ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
私
の
住
む
地
区
は
人
数
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
父
と
入
れ
替
わ
り
で
す
ぐ
に
入
団
し
た
。
入
っ
て
か
ら
は
訓
練
が
主
な
活
動
で
あ
り
、
天
川
村
は
災
害
や
山

火
事
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
実
際
に
出
動
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。

消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て

　

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
、
地
域
の
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
火
事
や
災
害
、
山
岳
遭
難
等
の
有
事
が
発
生
し
た
ら
最
初
に

動
く
組
織
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
感
し
た
の
が
、
天
川
村
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
３
年
前
の
台
風
12
号
襲
来
時
の
活
動
で

あ
る
。
こ
の
時
、
消
防
団
は
、
襲
来
時
に
は
避
難
誘
導
を
、
通
過
後
は
家
の
片
づ
け
の
手
伝
い
や
道
の
確
認
等
の
活
動
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
根
本
的
な
解
決
と
は
い
か
ず
、
歯
が
ゆ
さ
を
抱
え
な
が
ら
の
活
動
で
あ

っ
た
が
、
団
員
は
一
致
団
結
し
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
う
。
団
員
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

消
防
団
の
こ
れ
か
ら

　

消
防
団
の
構
成
人
数
は
減
っ
て
き
た
が
、
積
載
車
や
少
人
数
で
も
稼
働
で
き
る
ポ
ン

プ
等
の
装
備
の
充
実
と
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
、
今
ま
で
通
り
の
消
火
活
動
が
引
き
継
が

れ
て
い
く
と
思
う
。
し
か
し
、
山
岳
救
助
と
な
る
と
、
い
か
に
山
の
事
を
知
っ
て
い
る

か
が
重
要
で
あ
り
、
団
員
の
高
齢
化
や
山
林
関
係
の
仕
事
の
減
少
で
、
山
に
詳
し
い
団

員
は
ど
う
し
て
も
減
っ
て
く
る
。
そ
れ
故
、
救
助
活
動
に
関
し
て
は
広
域
消
防
や
警
察

の
責
任
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め
、
若
い
団
員
へ
の
引
き
継

ぎ
方
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

防災功労者内閣総理大臣表彰
（首相官邸にて）


